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地理 (Geography)、経済 (Economy)における距離 (distance)から参入のしやすきを検討すべき
1 大石芳裕 (2009a，2009b)。
2 大石芳裕・山口タ妃子編者 (2013c)。筆者は、平成25年度 (2013年度)経産省「サーピス産業国際展開研究会」の
座長として、報告書である云主主総合研究所 (2014)のとりまとめ役も務めた。
3 食品産業国際化についての最近の研究には、林康茂 (2012)や新井ゆたか (2012)などもある。
4 Prahalad and Hart (202)， Prahalad (205)， Hart (207)， Hart and Christensen (202)， London and Hart (201) 
などo
5 Hammond et aL (207). l:l本の経産省などもこれに倣っている(経産省 (2010))。
6 大石芳裕 (2012a，2012b) 0 2015年には大石芳裕 (2015e)も書いている。
7 大石芳裕・桑名義晴・田端昌平・安室憲一監修、多国籍企業学会箸 (2012)。なお筆者は、平成27年度 (2015年度)
経産省「収益指向型BOPビジネス推進事業有識者研究会」の座長も務めている。































9 Khanna and Palepu (2010). 
10 Khanna and Pal叩u(2010). p.6、邦訳、 19ペー ジ。
11 Radjiou/Prabhul Ahuja (2012). 
12 Radjiou/Prabhul Ahuja (2012). p.4.邦訳、 19ペー ジ。
13 Radjiou/Prabhul Ahuja (2012). p.2，邦訳、 16ペー ジ。
































インドネシア①;J]C(Jakarta ]apan Club)、フマキラー、パナソニック、 トヨタ自動車
中国:象印マホーピン、コマツ、資生堂、立邦塗料(日本ペイント)
インド:インフォブリッジ、東芝、ダイキン、マルチ・スズキ、カシオ









































































































































































































































































SIAL CVS Retailers， Inc.を設立し、それとファミリーマートが合弁を組む形で進出した。 SSIの小
売ノウハウとアヤラランドの不動産開発ノウハウを取り入れようという目論見である。ファミリー
マ}トは海外の合弁は現地にマジョリティを渡す戦略を貫徹しており、フィリピンでも SIALが











































































18 r 日本経済新聞~ 2013/1123朝刊。
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